
レジメン名： Teclistamab 療法  

 

【適応癌腫】 多発性骨髄腫 

【1 コースの期間】 (漸増期)１日目、4 日目、8 日目に投与 

   (継続投与期) 2～24 週目：1 週間に 1 回投与、25 週目以降：2 週間に 1 回投与 

【最大コース数】  -  

【催吐性リスク】 最小度   

 

＜漸増期＞ 

 

 

 

＜継続投与期＞ 

2～24 週目：1 週間間隔で投与 

 

 



 

25 週目以降：2 週間間隔で投与 

 

【備考】 

・漸増期の投与後 48 時間は必ず入院管理。 

・CRS 軽減のため、漸増期投与(漸増用量 1、漸増用量 2、治療用量の初回投与)の 1～3 時間前に、副腎皮質ホルモン剤、

抗ヒスタミン剤、解熱鎮痛剤を投与。CRS 回復後に投与する場合も同様。 

・ICANS が疑われる症状(失語症、意識レベルの変化、認知機能の障害、筋力低下等)に注意。 

・ST 合剤、アシクロビルの予防投与を推奨。 

・CMV の再活性化に注意。 

・低γグロブリン血症に注意。定期的なモニタリングを推奨。 

 

 

 


